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教師開士が学び合う捜業研提のあり方
一授業づくりにおける目標と評価に注目してー
学校力開発コース (13220917) 酒井 薫
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在
筆者が勤務する特別支援学校において，ず成24
年度末に今後の研究推進のため，全教師に学校研
究の取り組みについてアンケートを実施した。そ
の結果，毒脚が学校抑千究に求めることを大きく三
つにまとめることができた。一つめは子どもの成
長につながる研究，二つめは自分の授業をよくし
たいという自身の成長につながる研究である。そ
して，授業研究会には，子どもの成長と教師の成
長につながる新しい気づきゃよりよし、授業づくり
のためのヒントなどを期待し，学部を超えた学び
の場となることを願っている。また，課題として
は，子どもの目標の設定と妥当性，評価の妥当性
守容櫛問の共有化の難しさが挙げられている。目
標ペ併価は子どもの成長の指様である。授業づく
りにおける目標と評価に注目し授業改善を行いな
がら，子どもと自分s 同僚の成長を吾べるような
学校研究をめざすことが求められている。
(2)研究の目的
刺i:If究は，このような教師の思いを踏まえ，授
業づくりにおける目標と評価に注目し，教師同土
が学び合える授業研究となるための手掛かりを得
ることを目指している。
(3)研究の方法
教職実践プレゼンテーションIでは，学校研究
の目的と孝信市同士が学び合える授業研究について
文献研究と先行実践の検討を行い，授業づくりに
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おける目標と評価について，実習校の授業観察の
結果を整理し，以下の仮説を立てた。
仮説①
子どもの育ちに注目し，日々の授業について，
個人で振り返り，同僚と振り返ることで，子ども
と教師の成長につながるのではなし功、
仮説②
目標と評価を視点にすることで，話が深まり，
多様な意見が生まれ，教師同士が学び合えるので
はない治元子どもの姿を中心に話し合うことで，
子どもの変化に気付きゃすくなり，子どもと教師
の成長につながるのではなし鴻~
掛議実践プレゼンテーションEでは，上記のこ
とについて学年ー学部における子どもと騨雨の成
長を中心に以下の方法で検討する。
¢勤務校で，学年と学部において授業実践を行い，
授業づくりにおける教師の話し合いの内容を
分析する。
②実習校の授業観察・実践において「授業参観シ
ート」と「目標・支援シート」の託強内容を分
析し，それぞれのシートを改脅する。
2 先行研究の検討
(1)学校研究の意義
北神(2010)は.r校内司干修は，子どもの期待され
るべき成長・発達を促進するために，学校として
組織的・継続的に取り組み，教師一人ひとりの機
能成長と，集団としての成長を伸張し，かつ，教
師集団の協働態勢を促し，さらには学校の経営，
組織革新へと結びつく研修活動である。(中略)学
校研究の目的は，実践上の課題から出発し，実践
によって検証される。その結果は，日々の教育活
動に生かされ子どもたちに還元されていく。学校
における教育研究の意義はここに集約される」と
述べている。吉崎(1997)は，授業研究の目的を，
q授業の改善，信潮市の授業力量形成，③授業に
ついての学問的研究の発展，の三つに大別した。
近年，その重要性が高まりつつあるのが，②の側
面であり，耕唱が自分自身の授業ヰ弛の梯市の授
業を対象に研究することによって，自らの授業力
量を形成すると述べている。さらに，耕市の力量
の形成の研修として有効と評価されているのが，
授業研究であると示唆している。
(2)振り返りと学び合いの重期生
中央教育審議会答申(2012) r教職生活の全体
を通じた教師の資質能力の総合的な向上方策につ
いて」において，これからの教師に求められる資
質能力として，社会の急速な発展の中で，教師が
探究力を持ち，学U続ける存在であることが不可
欠である(r学U続ける教師像Jの確立)ことを
提言するとともに，耕市に必要な資質能力は， i:省
察(リフレクション)Jの中でこそ形成されると
述べている。
三者ザ)C~∞8)は， r現場ではテキストに書いてあ
ることと違うことが起こっている。実践者はクラ
イアントと向き合う中で，臨機応変に対応してい
る。それは，往復経験から育った『わざ~ (行為)
である。つまり，驚き，困惑，混乱を経験し，暗
黙になっていった知というものがあり，それを省
察，振り返り言葉にしていくことを通して，実践
的な力量形成を身につけていく必要がある」と述
べている。さらに，秋田ο∞8)は，自分一人で「省
察」することと毒蜘協働の学習(授業衡す会など)
には往還があると述べ教師は授業について語り
合うことを通して，他者の視点を取り入れ， 自己
の授業観などを問い直し，授業を見る枠組みを再
構成し，自身の授業の課題ヰ授業理解の難しさを
捉え直し，解決を模索する中で，新たな技術を獲
得していると示している。
(3)特別支援学校における目標と評価の意味
文部科学省ο012)i小学校， 中学校，高等学校
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及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価
及。浦導要録の改善等について」において， r障
害のない児童生徒に対する学習昔判困の考え方と基
本的に変わるものではないが，児童生徒の障害の
状態等を十分理解しつつ，様々な方法を用いて，
一人一人の学習状況をより一層丁寧に拒撞する必
要と，学習の制兄や学習の結果の評価を行うこと
が必要である。」と示している。さらに太田・工
販:2011)は，評価の意義について，学習課題に対
して児童生徒がどのように取り組んでいたのか，
子どもの中にどのような思考の道筋キ変化があっ
たからかを，複数の評価の観点から多面的に見て
いくことが重要であると述べている。さらに，評
価は授業の課題設定の仕方キ相導・支援の改善に
も大きくつながっており，特に，特別支援学校の
場合，複数の教師で授業を行っているティーム・
ティーチングが多く，評価の観点が各都市で遣う
ことも考えられるため，何をよりどころに授業を
するか，どのような指導・支援をするかを考える
ときには，目標や評価についての話し合いが，特
に必要になると説明している。
目標の設定については，独立行政法人国立特殊
教育総合研究所。∞の i21世紀の特殊教育に対応
した教育課程の望ましいあり方に関する基礎的研
究」の中では， i知的障害養護学校では，多くの
場合，各教科の内容を領域・教科を合わせた指導
の形態により指導している。領域・教科を合わせ
た指導では，単元に含まれる内容を各教科の枠で
とらえるよりも， w自立につながる力等の構成要
素等の括り』により整理する方が，生きる力を育
む指導と評価に結びつきやすいと考えられる」と
述べられている。
(4)授業を創る思考過程
秋田(1995)は，初任輔副こも，ディレンマを感
じる耕市もあればあまり問題を感じない耕市もお
り，経験の積み重ねからディレンマの状況をより
明確に捉える教師もいればディレンマを感じなく
なっていく梯市もいる。この事実は教師の性格や
能力の問題として単純に片づけるべきものでな
く，朝市の信念や知識，思考という心理過程とそ
の耕市をとりまく環境との関係から捉えることが
必要と述べている。また，優れた授業を創るとい
われている熟練耕市は，自分の授業を仲間に見せ，
仲間も授業に学び，仲間との対話の経験を数多く
積むことでマンネリズムを町避し，他者の模倣で
はなく，その授業の根底にある問題やよさを認識
し自分の教室にあった自分自身の授業を創ること
ができると述べている。さらに，倉院鈎な実践を
行う熟練教師の特徴は，外に聞かれると同時に自
分の行動を自分で見つめる内省，自己との対話が
できることにあると記している。さらに，ショー
ン(1995)は，授業事例の内省と記述を通して自分
の授業スト}りーを創るととの重要性を指摘して
いる。授業後に自分でその言部最を記述し，自分の
考えや思いを書いていくという面倒な作業を通し
て，自分の授業のよさそ唱徴を見つけ，子ども一
人一人の発言のつながりヰ暢徴にきづきながら，
耕市自身と子ども一人ひとりの「私Jが共存する
授業となると述べている。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1)授業実践1
6月17日に，勤務枝において小空間Eの校内授業
研究会が行われた。事前研;究会は，授業を行う学
年での話し合いを中心に行い，事後研究会は全職
員で行った。
・対象授業:小学部 4年遊びの指導
.単元名:にんじゃむらで遊ぼう
-単元の目標:rにんじゃむらJの好きな遊具そ世
び場で繰り返し遊んだり，教師や友達と関わ
ったりしながら一緒に遊札
・学習内容:児童の興味関心の高い「滑る・跳ぶ・
揺れるjなどダイナミックな遊て鴻をベース
に，複数で遊べる広さやおEいの遊びが見え
やすい距離や向きなどの工夫をすることで，
友達と関わり持活び場への興味関心，挑戦す
る面白さ味わうことができる。また，にんじ
ゃの衣装や手裏剣などの教材を用意し，にん
じゃに扮しながら楽しく遊ぶ。
①日々の授業の振り返りについて
-授業を行った4学年の担任5名で行う。
-放課後，授業のビデオを用いて話し合う。
.話し合いの終了時刻を設定する。
・話量置は対象の児童(A児)のみとする。
・目標と支援を制面L.，次時の目標と支援を考え
る。
②話し合いの様子について
その日の遊びの様子を話し合いながら，本時の
目標と支援の評価，次時の目標と支援について「目
標・評価シ}トJ(図1)をその場で記入した。
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児童色
橿子
国1.目標・支撮シート
③ A児の変容と教師の学び
日々の授業の振り返りが進むにつれ，教師の発
言が増え， A児の目標もより具体的なものへと変
イ包した。
<A児の変容と学び>
。変容:1週目は.rにんじゃむらは嫌lt'0 Jと言い，
教師から誘われると応じるものの一人でいる
ことが多かった。最終週では好きな遊"(}.場を
中心に，いろいろな場に自分から行くように
なり.r自分の世界.J，乙限ったやり取りではな
く，その場にあった内容で友達と関わりなが
ら遊ぶようになった
。戦'j(:A児の遊びのイメージを大切にし、学習活
動との接点をつくることで，相手から受け止
めてもらえる安Ir. 峨，気持ちを表現して活動
する楽しさ，相手(人や物)を受け入れる経験
を学んだと考える。
<教師の学びについて>
。授業者の学び
授業者である4名の先生方にインタピューを
行った。まとめると以下の内容となる。
・子どもや自分の姿を客観視する機会(ピデオでの
振り返り)は教師の主体的な振り返りの揚にな
る司
・振り返る視点に子どもキ教師の姿を取り上げた
根拠を考えることで，より明確で妥当性のある
目標や支援を考えるきっかけになる。
-教員それぞれが，指導上の悩みをもっている。
その悩みは解決すべき悩みであり，それを意識
することが学び合いのきっかけになる。
。参観者の学び
全職員による授業参観と事後研究会を行ったo
事後研究会では「授業参観シートJ(図2)をもと
に，目標と支援についてグループで話し合った。
シ}トの書き方に次の4つのパターンがあった。
①児童の姿のみを記入(49%) ②児童の姿とその
姿の解釈を記入(31%) ③児童の姿とその姿の解
釈から別の支援の提案(9%) ④質問。受業内容と
支援，日l賓の対象児童の様子など)(11%)である。
*授業参綬シー ト本 E障者小牢験
小牢郵軍4牢sj:f;o<M措尋1:んEゃ(;らでJ11iうj
自町 61178(虫)1035-1:20 
1 輔プレイ1，-.ム
置章者 τ1草野 T200・
l本;随で目指す華
霊童樟白(Sb<記入されてある
0にんCI'壇.にんι。由など…・とー障に直，G.
A克の目指す畢 1，<本院における兜童の葺〉
謀本時の自揮が包入されてある l>J *自信す聾鉱見材もたのIl'，どのよう
hi I.i壷fbf:O)fJ¥t:;町、する
fにんc叫』川 HlJ下電j晶平均台やI%lょを君品川
信ど…・竃ぶこtHで書る 1:
E訴語百るための具体的主主Eの工夫 1<糊こおける剛腕班〉
謀本時の支橿b<記入されてある 凶 器目指す轟を遅威するための主置
!-，t になってい世ゆ¥どのような葺が
刈畢し〈車べるようにfゴムゴ帥婁J，r州 J I 見られ帥吃臥する
など車Ml肝き主主翼・ ・や'，1'1をする.
国2.捜難帯観シート
安藤長~r.定説汲安支陵会どお
上記の(A)と(B)を検昔すするにあたり，以下の2
つの内容に取り組んた
(A)目標と評価を視点、にするととで，話が深まり，
多様な意見が生まれ，教師同土が学び合えるの
ではないか。
→授業研究会で，互いが自分なりの見取りを脅す
ことで，新しい気付きゃ見方を知ることができ，
学びにつながっていく。そのために授業を参観
する際，参観者が目標と支援に拾って，授業中
の子どもの様子を記入する「授業参観シート」
について検討し改善を行った。
<具体的な取り組みと結果>
①図2の「授業参観シートjを使いま録した。
目標が具体的でないと，授業者がどんな姿を願
っているのかが分からず，子どものどの姿を取り
上げるのかが難しかった包 「授業参観シ}ト」は
参観中あるいは，参観後に短時間で書くため，参
観のポイントとなる子どもの目標を，より具体的
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に表すことが重要と思われる。また，子どもの活
動をTC型で置燥してから自分なりに整理する左
「授業参観シート」にまとめやすかった。
②「授業参観シート」の改善を行った。
子どもの姿から，目標や支援の評価を行うに
は，子どもの姿停拘から検討する必要がある。
子どもの姿を，どう読み取ったのかを話し合うこ
とで， I子どもの学びjや「自分の考えJを振り
返るきっかけになる。図2の「授業参観シート」
には，目標や支援と目標や支援についての子ども
の姿の記入だけだったので，図3のように，子ど
もの姿の「根拠・解釈jの構を設けることで意識
イtできるようにした。
担襲'毎~→ く目指す袋〉
両孟日日
|坦|蜘時叫| 酷鯛 | 
園3.改善した『授業帯観シート』
③図3の「授業参観シート」を使い証織した。
一緒に実習を行った大朝暁生と実習枝の先生方
に使用してもらい，意見を聴取した。まとめると
以下の内容である。
子どもの姿は書くことができるが.r根拠・解
釈」を求められるι理由を明確にできないため
手が止まってしまう。まとめる時間と書く時聞が
欲しい。あえて理由を述べなくても，連続する子
どもの姿の一昔Eを取り上げ記入したことが「根
拠・解釈lとなっているのではないか。
「授業参観シ}トJの書き方に慣れることも必要
である。繰り返し書くことで，子どもの何を見る
の泊、どのように書くのかが分かってくる。
(B)子どもの姿を中心に話し合うことで，子Eもの
変化に気付きゃすくなり，子どもと教師の成長
につながるのではなし泊、
→日々の忙しさキ授業の雰囲気に流されず，子ど
も一人一人lこあった授業をつくることができる
ように，授業者が毎時間の子どもの活動の様子
と姿の見取りなどを記入し，次時の目標と支援
を考える「目標・支援シート」について検討し
改善を行った。
<具榊句な取り組みと結果>
① 図1の「目標・支援シート」を使い貫録した。
「児童の様子」の欄については，子どもの活動
の事実と教師の解釈が混在してしまい，個人で振
り返った時に，どれが事実か分からなくなること
があった。「目標・支援シート」は，子どもの目標
や支援を設定したり評価したりするための手掛か
りとなる。子どもの活動の事実と耕市の解釈とを
分ける必要があった。
②「目標・支援シート」の改善を行い，実際に記
録した。
小学部2組の生活単元学習「たんけん，はっけ
んわたしのまち」の授業を参観し，実際に授業
も行った。授業後の話し合いは，対象児童を設定
せず児童全員と授業全体について行った。そこで，
目標と支援だけではなく 「話し合い」の内容につ
いて記入する欄も設けた。
目繍・重量、ン』ト 児童名
同 橿|茸 畳 児童の晶子 個人@且園"・障し合日
~I①すSFZF支援引官ム一一
〈個人m且取り〉
月
!間焼事実|②S52R2銀特.li
〈闘し合時 F-' 
II@*~間帯 ③"'"壷授L冷毘業b入d後Eいす.に合る話d.し血の合@わ金‘オ楓税Aす事るI 
I~L書類宮署
図4.改善した「目標・支援シート」
(3)授業実践2
10月3日に，勤務校において小学部の公開授業
研究会が行われた。公開研究会に向けて事前の話
し合いが3回，公開研究会当日に事後の話し合い
が行われた。事前研究会と事後研究会の内容を整
理する。
-対象授業:小学部1年遊びの授業
-単元名:お話遊び~かみなりどんと遊ぼう~
-単元の目標:教師や友達と一緒に，かみなりど
んのお話に出てくる物々場で遊ぶことができ
る。
-学習内容:児童の好きな絵本「かみなりどんが
やってきた」の読み聞かせを行い，絵本の世
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界を教室内に再現した遊t鴻(かみなりどん
の家・おへそランドなど)で，音の出る物や光
る物で遊んだり，ままごとをしたりしながら
かみなりどんと一緒に遊ふ
<話し合いの実際〉
①事前研究会から
事前研究会は3回行われ，学部全職員21名が参
加した。第l固と 2回は授業者から授業の説明(第
1回:児童の実態とこれまでの遊びの様子，授業
の構想について第2回:単元での遊びの様子，
遊び場の説明，支援についての'悩み)があり，全体
での話し合い(第1回:授業の目標や内容，指導計
画への疑問点，授業内容の具体的な提案第2
回:遊びのねらいや考え方，授業内容への質問と
疑問など)を行った。第3回は，遊びの様子をビデ
オ視聴し，遊び場や耕tのアイデア，支援につい
て，各自で用紙に記入し授業者に提出した。
②事後研究会から
事後研究会は，小学部全職員と高等部の半数の
職員，公開研究会への参加者で行われた。
事後研究会の内容は，学校研究の3つの視点(視
点①本日の目標の姿，視点②目指す姿を達成する
ための支援の工夫について，視点③思いを伝え合
い仲間と活動する姿)に沿って話し合われた。始め
に全体で，授業者から授業の説明，対象児童の活
動の様子と視点①，質駒t答を行い，次iこグJv-ー
プでの話し合い，グループからの報告，最後に助
言という流れで行われた。
グループでは，視点②と視点③について，具体
的な子どもの姿や朝市の姿について話し合った。
また， T2からの提案で「キャラクターとなった
T2が，どれくらい活動をりードし，見守ったら
いいのか。」についても話し合った。
筆者が参加したグループのメンバーは教員歴1
年目の耕命，教員歴2年目の教諭，中堅教諭，ベ
テラン教諭2名(うち司会 1~)の 5名で行われた。
<発言の内容>
教員歴2年目の耕市(A教諭)の，導入時に対象
児童A児が衣装を選ぶ様子についての発言から始
まった。次に中堅教諭(B教諭)がA教諭の発言を
受け，同じ場面の「教師と子どもJのやり取りに
注目し，視点②と関連させてより具体的な姿を述
べた。話がつながりテンポよく進んだが，発言者
が偏ってきたため，これまで発言のない，教員歴
1年目の教諭(C教諭)とベテラン教諭(D教諭)に，
「授業参観シー トJの内容について，発言をお願
いした。以下は， C教諭の発言から， A児の次時
の目標と支援の方向性，遊びの中でのT2 (耕耐
の関わりへと話が進んだ。その中でA教諭の気付き
がそれぞれの教員の気付きにつながっていったと
考えられる場面である。
C教諭・・生生カ包wをり-R.JJ:7J~.自制三子どもたちが集まって
@、ったのがよかっすこ唱
E輔命(司会)リ-t:l.，ながら自鰍こ・・?②子ども恩い要拠三沿った
遊び方1二会わせてt=-lJ'、ら自鏡花ってこと.ん?
O繍・・自然と翻耐切こ行って①・・子どもが自鮒こ遊んでた。
E教諭(司会)翻市の晶、に応じて遊ぷ②みたいな感じ?
。教諭・・手段』が飽きたカ唯.と恩うと組而が・・先にいった，(D.という
台、.
E結命(司会)朝市が子どもの，育鋤的とま鳴いかないけど.側、
を読み取って教師1畑bいていた，oというζと?
A教諭制耐句醐.Bちゃんが先生と遊ん1、て.d_君がBちゃん
の様乎を気にしていること治協って.A君も一事首二曲まない?
みたいな感じで.かみなりどんが甑噛けてくれた③ところが，
うまかったみたいで'.A君がお家の中に入って見立て甑賭し
た場面カ也って印象的だった。 中略
E教諭(司会)見取りつて，先生の受け取り具創=よるよね。ちょっと
待つのか.直接誘っちゃうのか・・悩むよね.今日は，金主M噛
みつつも.子どもの見取り品協ってそこから遊びをl上一|ごし.雷う
ことを中，D/こ支援していた。それカ幼協同旬な支援だったの切1
童日盆主斗盛
A軒町すごく悩む。今回は.1ト凡てー醐=遊ぶ喰今日の犠字を
みると.遊」stことで.先生や子ども同士の関わるきっかけ作り
にもなっていたと⑤思う.
D教諭物語遊びって初めてだったんです。すごG浦~.物の中に
入って，そζから遊'(J.を凪ずるんだなー と.面白いなー と思い
ました。本時の中は30分以上も集中して遊ん-a、たので，こう
いう町二あんな風、ところ前，工夫すればできるんだなって
とて宅漸鮮でした.これまでかみなりどんが.遊t賂紹介してい
たとあって.教えるんじゃなくて.そういうやり方カ悔るんだなー
って，ちょっとずっ紹介していたとあるんですけど.ζの遊!JIま
こ乱、う面白さ均治るんだなー って.字ど剖ま見通しを持って.
次はこれをすると.自分ヵ、ら劃すていた⑤ので，今固までの積
み上1.学習の流れを感じました.
E輔命(司会)子どもの中で場ごとに.r自分はこんなことをする。」つ
て確立されているような感じだったよね。
D教諭んだん昆んー!その場で初めて，これはこうやって遊ぶん
ですっていわれても，飽きちゃって.なかなかやっf~J. 終わっ
ちゃうんですけど，物語の中に入り，衣装を着て.なりきって，
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ζうやってζうやってという，遊びの必要感というとおかしいん
ですけど.あー こうやってするんだなと分かつてやっているの
でよかったなあι ご早，I!も色割三遺'!J:濁己主ーの選L込h~皇M，c危
なと思いました。
A教諭 p上ー ド』っていう側二つなカtるんですけど，最初「りー ド』して
丁咽こやって〈れたおかげて三自分たちの遊びが出来ていると
いう状況均句〉るので，自分たちの遊びが出ている.この状況で
「遊山刀リー ドlをA君なりの盤改方カtいろいろ出ていたところ
があるので.主体的っていうか.関わf.JOYJー附こつなげて有っ
た方カ唱いいのかな⑧と思いました.
全員のうなづき…なるほど…(つぶやき)
C教諭は視点②について「教師のリードで自然
に子どもが遊んだ」と述べ，支援の評価を行って
いる(下線①')0E教諭(司会)はC教諭の幌市の
りードと子どもが自然に遊ぶ」が.T2の提案に
もつながると捉え，その内容を詳しく聞こうとし
ている(下線②1)0 A教諭はE教諭(司会)の「子ど
もの何かを読み取ってJという言葉とC教諭の思
いについて，具備句な場面を述べて自分の捉えを
伝えている(下線③I}OE教諭(司会)は.r耕市のリ
ードJは子どもの見取りがあって始めて効果的な
支援になるとまとめている(下線④1)0A教諭は，
日々 の子どもとの関わりの中での「教師のリード」
の難しさを実感し，授業者T2の提案を受け止め
ている(下線⑤1)0D教諭はC教諭とA教諭の「教
師のリード」が直接的なものや間接的なものがあ
ることを述べ(下線⑥1)，さらにA児の遊びの様子
から次時の目標や支援に触れている(下線⑦)。そ
れをきっかけに.A教諭の気付きとグループ全体
の気付きにつながっていった(下線③)と考える。
く授業参観シー トの内容>
事後研究会での教師の発言は，各自の 「授業参
観シート」がもとになり，展開していた。以下は，
A教諭とB教諭.C教諭， E教諭の「授業参観シ
トーJ視点②の抜粋である。
A教諭 B教諭
-基草血を重量こ入って倒可度も -へそ捌噴~ま，自分の背より高
叩く.音楽で場面②の切I:}i肱 い所ヘポー ルを樹切と.T1 
があったため働き掛けカ旬以て が『ゃった.Jと椅事札たζとで
も流れを理解して遊んち，、た 気持ちを高め，恒産も捌刊と
o，。 @. 
-ー 紺こお家で料理する③ょう到二 -服を還ぷ⑤時.T1が「これが
教師が上手く誘って③くれ:t=. いいの?Jと児童の目線や指
.8のAへの働き掛けをTが上手 差しを見て答えていた.rじゃ
〈読み恩Lft脊して③〈れたe 晶， ζれにしょうか。」と認める
言葉掛すをして.~買眼息日
衰弱士止後τ日九@
。教量動 E教諭
「おへそ料理③ー 繍二食べたい 遊びの世界へ入る⑤ためにλ
私一緒二作ろうよ.Jと自副二 書 トとして，衣装甚着る⑤の
遊んて乱、る中でが』ずない言葉 I立場.太鼓などの教材①がや
を掛付てー締z遊吋るような場 旦恩り聖鍵tt豪華~:::_<l2é!l. rこ
面を作ってい止。要求を縦市が れ着宮といの。Jr日ちゃんにあげ
受け止めて確認したことで納得 るの。」などA児の息いを尊重
¥，-_:"C;遊竺③ていた。 し，確認したのでたくさん指差
飽きてく晶のを見計い，自然に遊 1..，実物悶濃示者ど由旬った。
ぴ場を変えたζとで集中カと遊 -着たい衣装や風船打ち風船飛
E初拡大(ポーJレ遊びで田範移 盟」重量f.l:，I:'r先生もどうぞ。」
動E二日コロの器四工央⑥)カ協 rooする。」と思いが明確に
ったa無酒ニ誘うの君主な<i<¥ ⑤なっている。ヨド」占曾遊空費
費接尊車S灘1$:たいままに 三積三豊島時i:，I;~占~'@，ι
議~，，(l. 't::.o
• 4人で6つの場面(下線・直線①~⑥)が取り上
げられ，子どもの様子持輔雨との関わりを述べ
ているCf線・波線①~⑥1)0
・同じ場面(下線・直線①，③，⑤，⑥)でも都市
や子どもの姿の費轍が様々(下線・波線①，③，
⑤，⑥)である。
く教師の学びについて〉
「授業参観シート」の書き方は次の4つのパタ
ーンだった。①児童の姿のみを記入(21%) ②児
童の姿とその姿の解釈を記入(27%) ③児意の姿
とその姿の解釈から別の支援の提案(17%) ⑤ア
ドバイス(授業内容・支援など)(35%)であった。
〈授業実践1と2の『授業参観シート」の比較〉
授業実践1と2の「授業参観シートjの書き方
でパターンに変容がみられた。まとめると表1の
ようになる。
表1授業参観シートの内容パターンの比較
項目 授業実践1授業実践2
①児童の姿のみ 49% 21% 
②ljej童の姿と解釈 31私 27% 
③児童の姿と解釈・支援の提案 9% 17% 
@質問(授業内容・主主重など) 11% .-.-.--// 
⑤アドバイス(授業内容・支援など3~/ 35% 
※アンケートの対象i刻、学部全職員と酪特轍員の半数である0
・「児童の姿のみJの記入が「実践1Jから「実践
2Jで時甘半数に減り， r児童の姿と解車むも「実
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践 1Jから「実践2Jでは若干減少している。
・「児童の姿と解釈・支援の提劃は， r実践 1J
から「実践2Jでは約2倍に増加している。ま
た「児童の姿と解釈・支援の提案」と日E童の
姿と解事むの項目を合わせると， r実践1Jから
「実践2Jでは4%の増加となっている。
・記入内容が「実践1Jは「質問」だったのが， r実
践2Jでは「アドバイスJとなった。
4 考察
(1)授業実践1から
子どもの姿から目標や支援の評価を行うために
は，明童の姿とその解事むが重要となる。話し合
いを深めるには，各個人が「子どもの姿の解勧
を示すことが大切である。またs 事後研究会の参
加者が f解釈」できる手掛かりゃ，授業内容の説
明ヰ樹象児の目標や活動の艦晶の分かる資料など，
情報の提供が必要と思われる。さらに印象的だっ
たことは， 4名の教師のインタピユ}である。日々
の忙しさの中に埋もれている自分の中の課題を自
覚することが，学びの始まりになると思われる。
(2)授業実践2から
事後研究会のグループでの話し合いは，子ども
の姿(事実)は一つでも，多様な見方号考え方があ
り，多様な見方や考え方に触れる機会となってい
た。具体的な場面や子どもの姿で話すことで，同
僚の話を自分の疑問や考えと重ね，共感と共有，
個人の捉えの相違を実感した。そのことにより，
新しい気付きにつながり，互いに学び合うきっか
けになるのではなし泊元
(3) r授業参観シートJの結果から
子どもの姿から目標や支援の評価を行うために
は， r児童の姿とその貴轍むが重要と述べたが，記
入された内容が「実践1Jから「実践2Jでは「児
童の姿と解釈・支援の提案」と「児童の姿と解恥
の項目を合わせると 4%増加していた。以下のこ
とが考えられる。「実強引のアンケートの対象の
多くが小学割職員であり， 3回の事前研究会は小
学部全体で行っていた。その中で授業内容や支援，
子どもの様子について話し合っていた結果ではな
いか。同様に，児童の姿と解釈だけでなく支援の
提案」が約2倍になったことも，話し合う中で，
各自が授業者と共に授業をつくっているという気
持ちが強くなり，支援の提案に至っているのでは
ないだろう均五アドバイス的な意見が多くなって
いることとも，このことと関連していると，酎コれるo
一人一人が，同僚の授業について，自分自身のこ
ととして捉えることが重要であることを示してい
る。そのために，授業者の提案を理解する機会と
実際の授業を参観しs 子~'もの目標や支援につい
て話し合うことが人切である。また，アドバイス
的な内容の多くは，その根拠が示されていなかっ
た。根拠についても子どもの姿から示したりその
理由を述べたりすることで，互いの学びにつなが
ると考える。
(4)教職専門実習Eから
「授業参観、ン}トJに取り上げた子どもの姿は
すでにその騨曜の意図や意味が含まれている。「な
ぜ，自分がそこにこだわったのか」について，書
くことを通し，振り返ることで，見えなかった子
どもの姿が分かつたり，自分の考えが整理された
りするのではない方、また，書くことを繰り返す
ことで，子どもの活動の意味を考えることが意識
化され，習慣化することにより，参観者としてだけ
でなく授業者としても，子どもの捉えや関わり方
など，授業づくりにも大きく影響すると思われる。
さらに， [授業参観シート」の内容は，事後研究会
での発言のともになっていた。「授業参観シートJ
への言改Eは，同僚との学び合いのきっかけになる
と考えられるのではないか。
活動する子どもの姿はB 日々の子どもの変化の
積み重ねである。「同様・支援シート」に記入した
内容には，日々の子どもの姿とその解釈，個人の
振り返りが丁寧に記されていることが分かる。「目
標・支援シート」はs子どもと教師の成長と学び
の足跡と捉えることができる。
5 到達点と課題
(1)到達点(明らかになったこと)
教師同士が学び合うためにはs朝市と子どもの
共有すべき授業の課題を理解することから始まり，
同僚と話し合うことにより，自分と他者(同僚や子
ども)の理解が深まる。同僚と子どもの姿とその根
拠を考えることを通して，授業者のな場や子ども
の立場で授業を考えられるようになる。さらに，
授業を参観するときにも，自分の授業として捉え
られるようになるなど，様々な視点から授業を考
えることができるようになる。このことにより新
しい気付きゃ授業づくりのヒントが増え，明確な
根拠をもって授業づくりを行えるのではないか。
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(2)課題
改善した「授業参観シートJと「目標・支援シ
ートJを使い，同僚と共に子どもの目様や支援を
考え，評価を継続し，子どもの成長につなげたし九
日々の授業づくりに丁寧に取り組み，教師同士が
学び合うことをさらに検到していきたしL
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